
 
 
 
 

　特別活動ＷＧ　取りまとめ（案）から　❺ 

 

 

　 

学級経営と特別活動　その２ 

 
3　学級経営に関わる考え方の整理 
 

◆　　児童・生徒の主観的幸福感にとって、友達との関係 

　　や教師のサポートが重要であるとの分析結果がある。 
 

◆　 また、特別活動の三つの視点のうち、「社会創造」 

「自己実現」について、それぞれ「社会のウェルビー 

イング」「個人のウェルビーイング」の実現に関わる 

ものとして整理できる。 
 

◆　こうしたことを踏まえ、学級経営が目指すものを、 

　　一人一人の子供と学級全体のウェルビーイングの 

実現として広く捉えた上で、子供の主観的幸福感が 

「友達関係」「教師のサポート」と深く関係することや、 

学級経営に関わる学術的な理論や教育現場で蓄積 

されてきた実践的な理論、教育基本法（「社会の形成者として必要な資質」の育成、「学校生活を営む

上で必要な規律を重んずる」等）及びこども基本法（「子供の意見表明」や「社会参画」の機会の確保

等）の規定等を総合的に勘案しつつ、バランスある学級経営の充実といった観点から議論を行い、分か

り易い形で示していくことが適当である。 
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よい習慣は、身に付けば一生もの 

 

 

 
 

（訳）人は生まれたときには大きな差はない。 
　　　その後の習慣や学習の違いによって、差が大きくなっていくのだ。 

出典：「壁を乗り越える論語塾」安岡定子著（ＰＨＰ研究所） 

 

性、相近し。習い、相遠し。 
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